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平成２３年第３回竜王町議会定例会（第４号） 

平成２３年８月３０日 

午後１時００分開議 

於 議 場 

１ 議 事 日 程（４日目） 

日程第 １ 議 第 ５ １ 号 竜王町教育委員会委員の任命について 

日程第 ２ 議 第 ５ ２ 号 竜王町教育委員会委員の任命について 

日程第 ３ 議 第 ５ ３ 号 竜王町公平委員会委員の選任について 

日程第 ４ 人権擁護委員の候補者推薦につき意見を求めることについて 

日程第 ５ 議 第 ４ ０ 号 竜王町暴力団排除条例 

（総務産業建設常任委員会委員長報告） 

日程第 ６ 議 第 ４ ２ 号 竜王町税条例および竜王町税条例の一部を改正する条

例の一部を改正する条例 

（教育民生常任委員会委員長報告） 

日程第 ７ 議 第 ４ ４ 号 平成２３年度竜王町一般会計補正予算（第３号） 

（総務産業建設常任委員会委員長報告） 

日程第 ８ 議 第 ４ ８ 号 平成２２年度竜王町水道事業会計決算認定について 

（総務産業建設常任委員会委員長報告） 

日程第 ９ 意見書第２号 エネルギー政策の抜本的見直しを求める意見書 

日程第１０ 意見書第３号 免税軽油制度の存続を求める意見書 

日程第１１ 議会広報特別委員会委員長報告 

日程第１２ 地域創生まちづくり特別委員会委員長報告 

日程第１３ 議会基本条例制定特別委員会委員長報告 

日程第１４ 所管事務調査報告 

（議会運営委員会委員長報告） 

 （総務産業建設常任委員会委員長報告） 

 （教育民生常任委員会委員長報告） 

日程第１５ 議員派遣について 
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２ 会議に出席した議員（１２名） 

１番  蔵 口 嘉寿男 ２番 貴 多 正 幸 

 ３番  圖 司 重 夫 ４番 村 田 通 男 

 ５番  山 田 義 明 ６番 山 添 勝 之 

 ７番  菱 田 三 男 ８番 若 井 敏 子 

 ９番  岡 山 富 男 １０番 小 森 重 剛 

 １１番  大 橋  弘 １２番 寺 島 健 一 

３  会議に欠席した議員（なし） 

４  地方自治法第１２１条の規定により説明のため会議に出席した者 

町 長 竹 山 秀 雄 代 表 監 査 委 員 吉 田 定 男 

副 町 長 青 木  進 教 育 長 岡谷ふさ子 

会 計 管 理 者 布 施 九 藏 総 務 政 策 主 監 川 部 治 夫 

住 民 福 祉 主 監 山添登代一 産 業 建 設 主 監 小 西 久 次 

総 務 課 長 松瀬徳之助 政 策 推 進 課 長 杼 木 栄 司 

生 活 安 全 課 長 若 井 政 彦 住 民 税 務 課 長 田 中 秀 樹 

福 祉 課 長 吉 田 淳 子 健 康 推 進 課 長 奥  浩 市 

産 業 振 興 課 長 兼 
農業委員会事務局長 

井 口 和 人 建 設 水 道 課 長 村 井 耕 一 

教 育 次 長 赤 佐 九 彦 学 務 課 長 市田太芽男 

生涯学習課長心得 田 邊 正 俊   

５  職務のため議場に出席した者 

議 会 事 務 局 長 福 山 忠 雄 書 記 臼井由美子 
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開議  午後１時００分 

〇議長（寺島健一） 皆さん、こんにちは。 

      ただいまの出席議員数は、１２人であります。よって、定足数に達しています

ので、これより平成２３年第３回竜王町議会定例会を再開いたします。 

 これより、本日の会議を開きます。 

本日の議事日程は、お手元に配布のとおりであります。 

これより議事に入ります。 

～～～～～～～～ ○ ～～～～～～～～ 

日程第 １ 議第５１号 竜王町教育委員会委員の任命について 

〇議長（寺島健一） 日程第１ 議第５１号を議題とします。 

 提案理由の説明を求めます。竹山町長。 

○町長（竹山秀雄） ただいま上程いただきました議第５１号につきまして、提案理

由を申し上げます。 

議第５１号、竜王町教育委員会委員の任命につきましては、地方教育行政の組

織及び運営に関する法律第４条第１項の規定により議会の同意を求めるもので

ございます。 

竜王町教育委員会委員としてご尽力いただいております竹山東太郎氏は、平成

２３年９月３０日をもって任期が満了いたします。つきましては、後任として平

田保則氏を竜王町教育委員会委員に任命いたしたく、提案申し上げるものでござ

います。 

平田保則氏は、竜王町大字山之上にお住まいで、小学校の教諭・校長として教

育現場での経験が長く、平成１０年４月から竜王西小学校長、平成１２年４月か

ら竜王小学校長を勤められ、退職後においては、竜王幼稚園長として、本町の教

育振興にご尽力いただきました。また、特別支援教育にも造詣が深く、滋賀県総

合教育センターでの教育相談員、京都女子大学非常勤講師として平成２２年３月

までご活躍されておりました。その温厚篤実な性格は住民からの信望も厚く、竜

王町教育委員会委員として適任者であると考えますので、ご承認賜りますようよ

ろしくお願い申し上げます。 

なお、任期につきましては、平成２３年１０月１日から向こう４年間でござい

ます。以上、提案理由といたします。 

〇議長（寺島健一） 提案理由の説明が終わりました。 

これより質疑に入ります。質疑ありませんか。 
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［「なし」の声あり］ 

〇議長（寺島健一） ないようでありますので、質疑はこれで終結し、討論は省略し

て、これより採決を行います。日程第１ 議第５１号を原案のとおり同意するこ

とに賛成諸君の起立を求めます。 

［賛成者起立］ 

〇議長（寺島健一） 起立全員であります。よって日程第１ 議第５１号を原案のと

おり同意することに決定されました。 

～～～～～～～～ ○ ～～～～～～～～ 

日程第 ２ 議第５２号 竜王町教育委員会委員の任命について 

〇議長（寺島健一） 日程第２ 議第５２号を議題といたします。 

 提案理由の説明を求めます。竹山町長。 

○町長（竹山秀雄） ただいま上程いただきました議第５２号につきまして、提案理

由を申し上げます。 

議第５２号、竜王町教育委員会委員の任命につきましては、地方教育行政の組

織及び運営に関する法律第４条第１項の規定により議会の同意を求めるもので

ございます。 

現在、竜王町教育委員会委員としてご尽力いただいております松瀬忠幸氏は、

平成２３年９月３０日をもって任期が満了いたしますが、引き続き松瀬忠幸氏を

任命いたしたく、提案申し上げるものでございます。 

松瀬忠幸氏は、竜王町大字弓削にお住まいで、竜王幼稚園ＰＴＡ会長をはじめ

社会教育活動等も経験されておられます。また、現在は、竜王町商工会副会長と

しても幅広くご活躍されております。その温厚篤実な性格は住民からの信望も厚

く、竜王町教育委員会委員として適任者であると考えますので、ご承認賜ります

ようよろしくお願い申し上げます。 

なお、任期につきましては、平成２３年１０月１日から向こう４年間でござい

ます。 

〇議長（寺島健一） 提案理由の説明が終わりました。 

これより質疑に入ります。質疑ありませんか。 

［「なし」の声あり］ 

〇議長（寺島健一） ないようでありますので、質疑はこれで終結し、討論は省略し

て、これより採決を行います。日程第２ 議第５２号を原案のとおり同意するこ

とに賛成諸君の起立を求めます。 
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［賛成者起立］ 

〇議長（寺島健一） 起立全員であります。よって日程第２ 議第５２号を原案のと

おり同意することに決定されました。 

～～～～～～～～ ○ ～～～～～～～～ 

日程第 ３ 議第５３号 竜王町公平委員会委員の選任について 

〇議長（寺島健一） 日程第３ 議第５３号を議題といたします。 

 提案理由の説明を求めます。竹山町長。 

○町長（竹山秀雄） ただいま上程いただきました議第５３号につきまして、提案理

由を申し上げます。 

議第５３号、竜王町公平委員会委員の選任につきましては、地方公務員法第９

条の２第２項の規定により議会の同意を求めるものでございます。 

現在、竜王町公平委員会委員としてご尽力いただいております福田幸子氏は、

平成２３年９月３０日をもって任期が満了いたします。つきましては、後任とし

まして久野澄子氏を竜王町公平委員会委員に選任いたしたく、提案申し上げるも

のでございます。 

久野澄子氏は、竜王町大字岡屋にお住まいで、昭和６０年にひまわり保育園を

開園、園長に就任され、園の運営の中心となってこられました。現在は、副園長

に就任されておられます。この間、豊富な経験をもとに町就学前教育協議会委員、

青少年育成町民会議役員等を歴任いただき、町児童福祉行政にご尽力いただいて

います。また、人格が高潔で地方自治の本旨および民主的で効率的な事務の処理

に理解があり、人事行政に関して識見を有することが必要とされる竜王町公平委

員会委員として適任者であると考えますので、ご承認賜りますようよろしくお願

い申し上げます。  

なお、任期につきましては、平成２３年１０月１日から向こう４年間でござい

ます。 

〇議長（寺島健一） 提案理由の説明が終わりました。 

これより質疑に入ります。質疑ありませんか。 

［「なし」の声あり］ 

〇議長（寺島健一） ないようでありますので、質疑はこれで終結し、討論は省略し

て、これより採決を行います。日程第３ 議第５３号を原案のとおり同意するこ

とに賛成諸君の起立を求めます。 

［賛成者起立］ 
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〇議長（寺島健一） 起立全員であります。よって日程第３ 議第５３号を原案のと

おり同意することに決定されました。 

～～～～～～～～ ○ ～～～～～～～～ 

日程第 ４ 人権擁護委員の候補者推薦につき意見を求めることについて 

 

〇議長（寺島健一） 日程第４ 人権擁護委員の候補者推薦につき意見を求めること

についてを議題といたします。 

 提案理由の説明を求めます。竹山町長。 

○町長（竹山秀雄） 人権擁護委員の候補者推薦につき意見を求めることにつきまし

て、提案理由を申し上げます。 

人権擁護委員の候補者推薦につき意見を求めることにつきましては、人権擁護

委員法第６条第３項の規定により、候補者を法務大臣に推薦させていただくこと

について議会のご意見を求めるものでございます。  

今回、平成２３年１２月３１日をもって任期が満了いたします森儀隆氏の後任

の候補者として永岡孝信氏を推薦するものでございます。 

永岡孝信氏は、竜王町大字山之上にお住まいで、竜王町職員を退職後、竜王町

人権擁護推進員として過去に４期１２年にわたり、熱心に人権啓発活動を行って

いただきました。また、人格・識見ともに高く、広く社会の実情に通じ、住民の

信望も厚く、人権擁護について精通された適任者であると考えますので、ご承認

賜りますようよろしくお願いいたします。 

〇議長（寺島健一） 提案理由の説明が終わりました。 

本件につきまして質疑がありましたら発言願います。質疑ありませんか。 

［「なし」の声あり］ 

〇議長（寺島健一） ないようでありますので、質疑はこれで終結いたします。 

お諮りいたします。人権擁護委員の候補者として永岡孝信氏を推薦することに

ついて、適任者と認めることに異議はありませんか。 

[「異議なし」の声あり] 

〇議長（寺島健一） ご異議なしと認めます。よって、人権擁護委員の候補者として

永岡孝信氏を推薦することについて、適任者と認めることに決しました。 

～～～～～～～～ ○ ～～～～～～～～ 

日程第 ５ 議第４０号 竜王町暴力団排除条例 

（総務産業建設常任委員会委員長報告） 
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〇議長（寺島健一） 日程第５ 議第４０号を議題といたします。 

 本案は、総務産業建設常任委員会に審査を付託しておきましたので、その審査

の経過と結果を委員長より報告を求めます。総務産業建設常任委員会委員長、岡

山富男議員。 

○総務産業建設常任委員会委員長（岡山富男） 議第４０号、総務産業建設常任委員

会報告。 

平成２３年８月３０日 

委員長  岡山 富男 

去る８月２３日の本会議において本委員会に審査の付託を受けました議第４０

号、竜王町暴力団排除条例について、審査の経過と結果を報告いたします。 

本委員会は８月２５日午前１１時より第１委員会室において、委員全員出席の

もと会議を開き、竹山町長、川部総務政策主監、松瀬総務課長、川嶋総務課課長

補佐の出席を求め、説明を受け審査いたしました。 

議第４０号、竜王町暴力団排除条例については、暴力団が県民生活および社会

経済活動に介入し県民等に多大な悪影響を与えている状況に鑑み、滋賀県暴力団

排除条例が制定されたことにあわせ、竜王町でも制定されるものです。町の責務、

町民等の役割を明らかにすることで、暴力団の排除を推進し、町民生活の安全と

平穏を確保するとともに、社会経済活動の健全な発展に寄与することを目的とす

る説明がありました。 

主な質疑応答は、問 民間の温泉・風呂等には、「入れ墨をされている方はご遠

慮下さい」と表示してあるが、公的な所も表示した方がよいのではないか。答 公

的な所だからこそ、何も制限できません。警察の方とも協議しました。条例で定

めるとできます。 

問 「暴力団排除条例制定のまち」というステッカーを公の施設に貼ってはど

うか。答 私（町長）も、「暴力団排除条例制定のまち」というステッカーを施

設に貼ることを考えていました。 

委員会での主な意見は、公の施設に「暴力団排除条例制定のまち」と表示する

ことを検討されたい。 

以上 慎重審査の結果、全員賛成で原案どおり可決すべきものと決しましたの

で報告いたします。 

〇議長（寺島健一） ただいま総務産業建設常任委員会委員長より、審査の経過と結

果報告がございました。 
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これより委員長報告に対する質疑に入ります。質疑ありませんか。 

［「なし」の声あり］ 

〇議長（寺島健一） ないようでありますので、質疑はこれで終結いたします。 

 これより討論に入ります。討論ありませんか。 

 [「なし」の声あり] 

〇議長（寺島健一） ないようでありますので、討論はこれで終結いたします。 

これより採決を行います。日程第５ 議第４０号を委員長報告のとおり決する

ことに賛成諸君の起立を求めます。 

［賛成者起立］ 

〇議長（寺島健一） 起立多数であります。よって日程第５ 議第４０号は委員長報

告のとおり可決されました。 

～～～～～～～～ ○ ～～～～～～～～ 

日程第 ６ 議第４２号 竜王町税条例および竜王町税条例の一部を改正する条例

の一部を改正する条例 

（教育民生常任委員会委員長報告） 

〇議長（寺島健一） 日程第６ 議第４２号を議題といたします。 

 本案は、教育民生常任委員会に審査を付託しておきましたので、その審査の経

過と結果を委員長より報告を求めます。教育民生常任委員会委員長、貴多正幸議

員。 

○教育民生常任委員会委員長（貴多正幸） 議第４２号、教育民生常任委員会報告。 

平成２３年８月３０日 

委員長  貴多 正幸 

去る８月２３日の本会議において本委員会に審査の付託を受けました議第４２

号、竜王町税条例および竜王町税条例の一部を改正する条例の一部を改正する条

例について、審査の経過と結果を報告します。 

本委員会は、８月２５日午前９時より３０１会議室において、委員全員出席の

もと会議を開き、竹山町長、山添住民福祉主監、田中住民税務課長、若井生活安

全課長、森岡生活安全課生活環境係長の出席を求め、説明を受け審査いたしまし

た。 

竜王町税条例および竜王町税条例の一部を改正する条例の一部を改正する条例

は、「現下の厳しい経済状況及び雇用情勢に対応して税制の整備を図るための地

方税法等の一部を改正する法律」および「地方税法の一部を改正する法律」が制
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定公布されたことに伴う一部改正、および環境保全のため環境に与える負荷が少

ない軽四輪自動車に係る軽自動車税の減免を行うための一部改正をされるもの

です。 

改正の主な内容は、租税罰則の見直しに伴い過料を「３万円以下」から「１０

万円以下」に引き上げること、寄付金税額控除の適用下限を「５,０００円」か

ら「２,０００円」に引き下げること、また、環境保全につなげるため一定の環

境および燃費基準を満たす軽四輪自動車について、平成２４年度から３年間、軽

自動車税の減免を行うもの等です。 

主な質疑応答は、問 過料の額で「情状により町長が定める」とあるが、基準

はあるのか。答 基準はありません。実施に当たっては近隣市町とも協議します。 

問 軽自動車税の減免はどのくらいの台数を見込んでいるのか。答 年間３０

台を見込んでいます。 

問 軽自動車税が減免される対象車は何か。答 現時点では、電気自動車のア

イミーヴだけです。内燃機関を有する車両はありません。 

以上、慎重審査の結果、全員賛成で原案どおり可決すべきものと決しましたの

で報告いたします。 

〇議長（寺島健一） ただいま教育民生常任委員会委員長より、審査の経過と結果報

告がございました。 

これより委員長報告に対する質疑に入ります。質疑ありませんか。 

［「なし」の声あり］ 

〇議長（寺島健一） ないようでありますので、質疑はこれで終結いたします。 

 これより討論に入ります。討論ありませんか。 

 [「なし」の声あり] 

〇議長（寺島健一） ないようでありますので、討論はこれで終結いたします。 

これより採決を行います。日程第６ 議第４２号を委員長報告のとおり決する

ことに賛成諸君の起立を求めます。 

［賛成者起立］ 

〇議長（寺島健一） 起立全員であります。よって日程第６ 議第４２号は委員長報

告のとおり可決されました。 

～～～～～～～～ ○ ～～～～～～～～ 

日程第 ７ 議第４４号 平成２３年度竜王町一般会計補正予算（第３号） 

（総務産業建設常任委員会委員長報告） 
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〇議長（寺島健一） 日程第７ 議第４４号を議題といたします。 

 本案は、総務産業建設常任委員会に審査を付託しておきましたので、その審査

の経過と結果を委員長より報告を求めます。総務産業建設常任委員会委員長、岡

山富男議員。 

○総務産業建設常任委員会委員長（岡山富男） 議第４４号、総務産業建設常任委員

会報告。 

平成２３年８月３０日 

委員長  岡山 富男 

去る８月２３日の本会議において本委員会に審査の付託を受けました議第４４

号、平成２３年度竜王町一般会計補正予算（第３号）について、審査の経過と結

果を報告いたします。 

本委員会は８月２５日午前１１時より第１委員会室において、委員全員出席の

もと会議を開き、竹山町長、川部総務政策主監、松瀬総務課長、川嶋総務課課長

補佐、若井生活安全課長、村田生活安全課課長補佐、森岡生活安全課生活環境係

長の出席を求め、説明を受け審査いたしました。 

議第４４号 平成２３年度竜王町一般会計補正予算（第３号）は、補正予算（第

２号）にそれぞれ２,２０２万７,０００円を追加し、歳入歳出の総額をそれぞれ

４９億４,７０４万４,０００円に改めるものです。 

歳入補正予算の主なものは、過年度障害者自立支援給付費負担金７６万４,００

０円、障害者地域生活支援事業交付金（国・県費）１８１万９,０００円、地域

グリーンニューディール基金交付金３８４万円、しが地域支え合いづくり促進事

業交付金４３４万５,０００円、前年度繰越金１,１５２万５,０００円、コミュ

ニティ助成事業助成金マイナス１５０万円。 

歳出補正予算の主なものは、総合庁舎維持修繕事業４５３万円、コミュニティ

助成事業助成金マイナス１５０万円、災害時要援護者支援事業３万円、生活支援

事業３２２万１,０００円、ふれあい相談発達支援センター事業２２万円、地域

支援生活支援事業２６８万８,０００円、環境衛生費・一般管理１２９万４,００

０円、予防接種事業１３５万８,０００円、道路橋梁維持補修事業１００万円、

防災資機材整備事業１６８万１,０００円。 

委員会での主な質疑応答は、問 ＬＥＤ電球購入促進事業の内容と内訳は。答 

家庭用ＬＥＤ電球の購入補助で、町内の販売店で３,０００円以上購入した場合

で、４００世帯（町内世帯の１割）対象です。購入費用の２分の１を補助します。
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上限は３,０００円の補助で、事前に申し込みをしていただきます。 

問 町障がい者生活支援センター設置業務を、やまびこ福祉会へ委託する理由

は。答 やまびこ福祉会に専門的な知識を持った職員さんがおられるので、やま

びこ福祉会に委託しています。緊急に家庭で支援ができない場合がありますので、

対応できるようにしていただいています。 

問 予防費で麻しん・風しんの対象年齢が拡大されたが、周知できるのか。対

象人数は。答 麻しん・風しんの拡大された対象は、高校２年生相当の年齢の人

です。金額としましては２９万４,０００円で、１４７人が該当し受診率２０％

として積算しました。日本脳炎は、平成７年４月２日から平成１９年４月１日生

まれが新規に対象となります。金額は１０６万４,０００円で、単価は７,０００

円です。周知は広報の掲載と学校等にチラシを配布します。 

以上 慎重審査の結果、全員賛成で原案どおり可決すべきものと決しましたの

で報告します。 

〇議長（寺島健一） ただいま総務産業建設常任委員会委員長より、審査の経過と結

果報告がございました。 

これより委員長報告に対する質疑に入ります。質疑ありませんか。 

［「なし」の声あり］ 

〇議長（寺島健一） ないようでありますので、質疑はこれで終結いたします。 

 これより討論に入ります。討論ありませんか。８番、若井敏子議員。 

〇８番（若井敏子） 議第４４号、平成２３年度竜王町一般会計補正予算（第３号）

について、賛成の討論をします。 

６月議会で、防災計画の見直しとヨウ素剤や線量計の購入を早期にと質問をし、

提案をいたしました。早速１６８万円の防災資機材整備事業を計上されたところ

です。いつ何時、近くの原発で異常が発生しないとも限らない状況の中で、今回

の補正は必要で、大いに賛成するところです。どちらも万が一の場合、十分その

役割が発揮されるような保管・活用を求めて、賛成討論とします。 

 

〇議長（寺島健一） ほかに討論はありませんか。 

 [「なし」の声あり] 

〇議長（寺島健一） ないようでありますので、討論はこれで終結いたします。 

これより採決を行います。日程第７ 議第４４号を委員長報告のとおり決する

ことに賛成諸君の起立を求めます。 
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［賛成者起立］ 

〇議長（寺島健一） 起立全員であります。よって日程第７ 議第４４号は委員長報

告のとおり可決されました。 

～～～～～～～～ ○ ～～～～～～～～ 

日程第 ８ 議第４８号 平成２２年度竜王町水道事業会計決算認定について 

（総務産業建設常任委員会委員長報告） 

〇議長（寺島健一） 日程第８ 議第４８号を議題といたします。 

 本案は、総務産業建設常任委員会に審査を付託しておきましたので、その審査

の経過と結果を委員長より報告を求めます。総務産業建設常任委員会委員長、岡

山富男議員。 

○総務産業建設常任委員会委員長（岡山富男） 議第４８号、総務産業建設常任委員

会報告。 

平成２３年８月３０日 

委員長  岡山 富男 

去る８月２３日の本会議において本委員会に審査の付託を受けました議第４８

号、平成２２年度竜王町水道事業会計決算認定について、審査の経過と結果を報

告いたします。 

本委員会は８月２５日午前１１時より第１委員会室において、委員全員出席の

もと会議を開き、竹山町長、小西産業建設主監、村井建設水道課長、犬井建設水

道課参事の出席を求め、説明を受け審査いたしました。 

議第４８号、平成２２年度竜王町水道事業会計決算については、基本となる給

水戸数は３２戸増加して３,７５９戸となり、給水人口については１万２,４３９

人となり、前年度に比較して８５人減少しています。 

配水量は年間１９３万８,０６９㎥で、前年度より２４万４,７２５㎥増加とな

っており、そのうち県水受水量は１８９万４,３５０㎥となっています。 

年間有水量は１９１万２,７６５㎥となり、総配水量受水量の９８.７％を占め

ており、単価は、昨年度１㎥当たり１０７.７０円から今年度１㎥当たり９４.１

６円へと安価になったため。その結果、支出で水道事業費は２億８,３６２万７,

４３３円となり、前年度比４７２万８,０５８円の増加になり、経常利益は２,６

２７万５,７５８円となり、大きく改善しました。大きな要因としましては、大

型商業施設などへの給水によるものです。 

未収金については、平成２３年１月末で２,２２３万５,１９８円となっており、
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前年同期より３０万５,３２３円減少しています。 

次に資本金では、自己資本金は繰入資本金と組入資本金を合わせて４億２,８３

６万９,９４５円、借入資本金は企業債のみで５億６,４７４万３,９３７円で、

資本金合計は９億９,３１１万３,８８２円となりました。 

審査の中での主な質疑応答は、次のとおりです。問 建設改良積立金の１,７０

０万円を使う計画はしているのか。答 今後の配管、施設の更新計画につきまし

ては、補助事業を見ながら石綿管等の更新計画の業務を発注していきます。 

問 有収水量が多いが、その原因は分かっているのか。答 薬師配水池の洗浄

をしました。水道水の塩素濃度を保つため、排水しました。 

委員会での主な意見は、竜王町は県水の送水管が１本であり、貯水タンクも１

つである。災害が発生し送水管やタンクが壊れたらどうするのか。そのためにも

別の送水管やタンクが必要になる。今後の水道計画に組み込むべきである。 

以上、慎重審査の結果、全員賛成で原案どおり認定すべきものと決しましたの

で報告いたします。 

〇議長（寺島健一） ただいま総務産業建設常任委員会委員長より、審査の経過と結

果報告がございました。 

これより委員長報告に対する質疑に入ります。質疑ありませんか。 

［「なし」の声あり］ 

〇議長（寺島健一） ないようでありますので、質疑はこれで終結いたします。 

 これより討論に入ります。討論ありませんか。８番、若井敏子議員。 

〇８番（若井敏子） 議第４８号、平成２２年度竜王町水道事業会計決算認定につい

て、反対の討論をします。 

監査委員の審査意見書には、経済性の発揮および公共性の確保について、主眼

を当てて審査をしたとされています。水道事業は、単に一般会計と切り離し企業

会計として経済性のみを追及するものではなくて、公共の福祉の増進という観点

からも見なければなりません。 

今年度は県水の受水率が１００％超となり、未達料金が発生することなく、ま

た、受水単価が１３円５４銭下がったということもあり、経常利益が前年の２倍

になりました。これらは水道料金を引き下げることができる要因であるにもかか

わらず、その方向が見えてきません。 

例年の討論の中で申し上げていますのは、県水の未達についてと一般会計から

の繰入についてでありますが、先に申しましたように、一般会計の繰入が人件費
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相当分や起債関連のみに限らず、公共の福祉の増進という、つまり水道料金を引

き下げることで町民福祉の増進を進めるという観点からの繰入がされることを求

めて、反対討論とするものです。以上、反対討論とします。 

〇議長（寺島健一） ほかに討論はありませんか。７番、菱田三男議員。 

〇７番（菱田三男） 私は、議第４８号、平成２２年度竜王町水道事業会計決算認定

について、賛成の立場で討論をいたします。 

今議会で決算認定に付されている平成２２年度竜王町水道事業会計の決算は、

純利益で２,６２７万５,７５８円、前年度の繰越金８４０万３,７４２円と合わせ

ると３,４６７万９,５００円の剰余金となり、今年度も良好な状態が維持される

と思っております。 

この剰余金から企業債償還に充てる法定積立金、減債積立金１,７００万円、水

道管をはじめとする各種設備の建設・更新に備えた建設改良積立金１,７００万円

を積み立てる予定がされており、経営の健全化と先行投資への対応を考慮したも

のと考えております。 

経営内容については、施設面では山中配水池の耐震化工事など今日的課題に着

手しつつ、給水人口は減少したものの給水戸数が３２戸増加、また大型商業施設

開業などに伴う給水量の増加により、滋賀県企業庁の水道用水供給事業からの受

水に伴う未達水量・未達料金も発生せず、受水単価の軽減が図られ、コストの軽

減も図り、健全な経営を維持していると見受けられます。 

以上の理由から、平成２２年度竜王町水道事業会計の決算は認定すべきもので

あると考え、賛成討論といたします。以上。 

 

〇議長（寺島健一） ほかに討論はありませんか。 

 [「なし」の声あり] 

〇議長（寺島健一） ないようでありますので、討論はこれで終結いたします。 

これより採決を行います。日程第８ 議第４８号を委員長報告のとおり決する

ことに賛成諸君の起立を求めます。 

［賛成者起立］ 

〇議長（寺島健一） 起立多数であります。よって日程第８ 議第４８号は委員長報

告のとおり認定することに決定されました。 

～～～～～～～～ ○ ～～～～～～～～ 

日程第 ９ 意見書第２号 エネルギー政策の抜本的見直しを求める意見書 
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〇議長（寺島健一） 日程第９ 意見書第２号を議題といたします。 

 提出者の説明を求めます。３番、圖司重夫議員。 

○３番（圖司重夫） 意見書第２号、エネルギー政策の抜本的見直しを求める意見書。 

平成２３年８月３０日提出 

提出者 竜王町議会議員 圖 司 重 夫 

賛成者 竜王町議会議員 貴 多 正 幸 

賛成者 竜王町議会議員 大 橋  弘  

賛成者 竜王町議会議員 村 田 通 男 

賛成者 竜王町議会議員 蔵 口 嘉寿男 

賛成者 竜王町議会議員 小 森 重 剛 

賛成者 竜王町議会議員 若 井 敏 子 

賛成者 竜王町議会議員 菱 田 三 男 

エネルギー政策の抜本的見直しを求める意見書 

今年３月１１日に発生した東日本大震災は、東北地方を中心に多数の人命が奪

われ、加えて、東京電力株式会社福島第一原子力発電所の事故は、いまなお深刻

な事態が続いており、一刻も早く、危機収束に向けあらゆる力を傾注することが

求められています。 

今回の事故は、原子力発電がいかに危険なものかを明らかにしました。それは、

そもそも原子力発電技術が本質的に未完成であるうえに、放射性廃棄物の処理方

法が確立されていないこと、また、日本が世界有数の地震・津波国であるにも関

わらず原子力発電所建設が推進されてきたことによるものです。 

今、国際社会では、日本の原発事故を契機に原発の見直しが進みつつあり、イ

タリアでは原発再開の是非を問う国民投票で反対が９５％に達し、ドイツにおい

ても脱原発へとかじが切られています。 

滋賀県は原子力発電所が集中する福井県と隣接しており、本町も福井の原子力

発電所や、美浜や敦賀原子力発電所および「ふげん」「もんじゅ」から８０㎞圏

内に位置しています。 

また、琵琶湖の水は近畿１,４００万人の飲料水であるだけに、緊急かつ切実

な課題であります。よって政府におかれては、次の事項について万全の措置を講

じられるよう強く求めます。 

記 

１．原発依存のエネルギー政策を見直し、原発に替わるエネルギーへの転換と
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普及促進、省エネルギー社会への転換をはかること。 

以上、地方自治法第９９条の規定により意見書を提出する。 

平成２３年８月３０日 

滋賀県蒲生郡竜王町議会 

衆 議 院 議 長 

参 議 院 議 長 

内閣総理大臣 

厚生労働大臣 

経済産業大臣 宛 

〇議長（寺島健一） 提出者の説明が終わりました。 

これより質疑に入ります。質疑ありませんか。 

［「なし」の声あり］ 

〇議長（寺島健一） ないようでありますので、質疑はこれで終結いたします。 

これより討論に入ります。討論ありませんか。 

［「なし」の声あり］ 

〇議長（寺島健一） ないようでありますので、討論はこれで終結いたします。 

これより採決を行います。日程第９ 意見書第２号を原案のとおり提出するこ

とに賛成諸君の起立を求めます。 

［賛成者起立］ 

〇議長（寺島健一） 起立多数であります。よって日程第９ 意見書第２号は原案の

とおり提出することに決定されました。 

～～～～～～～～ ○ ～～～～～～～～ 

日程第１０ 意見書第３号 免税軽油制度の存続を求める意見書 

〇議長（寺島健一） 日程第１０ 意見書第３号を議題といたします。 

 提出者の説明を求めます。４番、村田通男議員。 

○４番（村田通男） 意見書第３号、免税軽油制度の存続を求める意見書。 

平成２３年８月３０日提出 

提出者 竜王町議会議員 村 田 通 男 

賛成者 竜王町議会議員 大 橋  弘  

賛成者 竜王町議会議員 小 森 重 剛 

賛成者 竜王町議会議員 蔵 口 嘉寿男 

賛成者 竜王町議会議員 貴 多 正 幸 
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賛成者 竜王町議会議員 山 田 義 明 

賛成者 竜王町議会議員 若 井 敏 子 

賛成者 竜王町議会議員 岡 山 富 男 

賛成者 竜王町議会議員 菱 田 三 男 

賛成者 竜王町議会議員 圖 司 重 夫 

免税軽油制度の存続を求める意見書 

これまで農家の経営に貢献してきた免税軽油制度が、２００９年の地方税法の

改正によって、２０１２年３月で廃止される状況にあります。 

この免税軽油制度により、農業用の機械や船舶、倉庫で使うフォークリフトお

よび重機など道路を走らない機械に使う軽油の軽油引取税(１リットル当たり３

２円１０銭)が免税され、農業生産者の経営にとって大きな援助制度となってき

ました。 

この免税軽油制度がなくなれば、今でさえ困難な農業経営にさらなる負担を強

いることになり、軽油を大量に使う野菜・園芸農家をはじめ農業経営への影響は

深刻になります。 

また、農業だけでなく漁業や林業、倉庫業など地域全体の経済にとっても大き

な影響を及ぼします。 

地域農業の振興と食料自給率を向上させる観点からも有効であることから、国

においては、免税軽油の制度を継続するよう強く要望します。 

以上、地方自治法第９９条の規定により意見書を提出する。 

平成２３年８月３０日 

滋賀県蒲生郡竜王町議会 

衆 議 院 議 長 

参 議 院 議 長 

内閣総理大臣 

財 務 大 臣 

農林水産大臣 

経済産業大臣 宛 

〇議長（寺島健一） 提出者の説明が終わりました。 

これより質疑に入ります。質疑ありませんか。 

［「なし」の声あり］ 

〇議長（寺島健一） ないようでありますので、質疑はこれで終結いたします。 
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これより討論に入ります。討論ありませんか。 

［「なし」の声あり］ 

〇議長（寺島健一） ないようでありますので、討論はこれで終結いたします。 

これより採決を行います。日程第１０ 意見書第３号を原案のとおり提出する

ことに賛成諸君の起立を求めます。 

［賛成者起立］ 

〇議長（寺島健一） 起立多数であります。よって日程第１０ 意見書第３号は原案

のとおり提出することに決定されました。 

～～～～～～～～〇～～～～～～～～ 

日程第１１ 議会広報特別委員会委員長報告 

〇議長（寺島健一） 日程第１１ 議会広報特別委員会委員長報告を議題といたしま

す。議会広報特別委員会委員長、若井敏子議員。 

○議会広報特別委員会委員長（若井敏子） 議会広報特別委員会報告。 

平成２３年８月３０日 

委員長  若井 敏子 

本委員会は、平成２３年第２回定例会終了後の６月２７日委員１名欠席のもと、

７月１日委員全員出席のもと、７月８日委員２名欠席のもと、７月１５日委員２

名欠席のもと委員会を開催し、議会だより第１５６号の編集作業をしました。ま

た、今議会の開会中８月２２日委員全員出席のもと委員会を開催し、議会だより

第１５７号の編集企画案について協議しました。 

議会だより第１５７号は、今期の任期今年９月末までに仕上げて、遅くとも１

０月１５日に各家庭に届けられるようにすると決めました。そのためにも、精力

的に委員会を開催することになります。 

議会だより第１５７号の編集が終わると、議会広報特別委員会も４年間の活動

を終了することになります。議会広報特別委員会は特別委員会ではありますが、

議会だよりの発行に責任を持つ常任委員会的な活動をしています。このことから、

特別委員会ではなく常任委員会にすべきとの意見もあり、今後十分議論する必要

があると考えます。 

なお、議長には閉会中の議会広報特別委員会活動について許可くださいますよ

うお願いします。 

４年間、議員各位には何かとご協力をいただき、心からお礼を申し上げ、議会

広報特別委員会報告とします。 
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〇議長（寺島健一） ただいまの議会広報特別委員会委員長報告に対して、質疑があ

りましたら発言願います。 

［「なし」の声あり］ 

〇議長（寺島健一） ないようでありますので、質疑はこれで終結いたします。 

議会広報特別委員会の委員各位におかれましては、長期間にわたり毎定例会の

審議内容を議会だよりとして発行していただきました。大変ご苦労さまでござい

ました。各委員のこの間における活動に対し、心から厚く御礼を申し上げます。 

なお、委員長の報告のとおり、閉会中も継続して調査活動を認めることにいた

したいと思いますが、これにご異議ありませんか。 

［「異議なし」の声あり］ 

〇議長（寺島健一） ご異議なしと認めます。よって、委員長報告のとおり閉会中も

継続して調査活動を行うことに決しました。 

～～～～～～～～ ○ ～～～～～～～～ 

日程第１２ 地域創生まちづくり特別委員会委員長報告 

〇議長（寺島健一） 日程第１２ 地域創生まちづくり特別委員会委員長報告を議題

といたします。地域創生まちづくり特別委員会委員長、山添勝之議員。 

○地域創生まちづくり特別委員会委員長（山添勝之） 地域創生まちづくり特別委員

会報告。 

平成２３年８月３０日 

委員長  山添 勝之 

本委員会は、定例会中の８月２４日午前９時より第１委員会室において、委員

全員出席のもと、町執行部より竹山町長、川部総務政策主監、小西産業建設主監、

杼木政策推進課長、村井建設水道課長、竹内定住促進対策担当課長、森脇政策推

進課参事（企業誘致推進室長）の出席を求め、町長あいさつの後、事前に説明を

求めた事項に沿って調査活動を行いました。 

１）県有地（岡屋工業団地）について 

現在、開発から分譲開始に向けて事業が進行中です。 

各進捗状況。 

＊環境影響評価について。８月末、現地調査終了予定。１１月から準備書公告

縦覧予定。 

＊基本計画の策定について。９月中に基本設計完了予定。 

＊文化財調査について。区域内に３か所の遺跡群の存在を確認。現在、各遺跡
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群について、試掘から本掘作業が進行中。 

周辺交通対策として。三井アウトレットとの関連も含め、県警に申し入れてい

ます。 

主な質疑・応答。問 町道仁殿線ができることにより、岡屋（祖父川）側の道

路の開発はどのように考えているのか。答 公社の仕事については、業者負担で

行われます。基本的には国道４７７号からの出入りとしたく思っておりますが、

今後については基本計画に基づいて話を煮詰めて進めていきます。 

２）ＩＢＭ跡地開発の現状について。 

前回５月１９日、当委員会において説明を受けた内容とほとんど進展していま

せん。しかし、ＩＢＭ本社より連絡があり、８月２９日に現状と今後の打ち合わ

せについて本町にて協議することになりましたとの報告を受けました。その結果

について、８月３０日の全員協議会において報告を受けることにしました。 

今までの調査活動の総括報告。 

当特別委員会については、第１４期竜王町議会において、地域振興・地域活性

化の方策を探り、調査研究を行う「地域創生まちづくり特別委員会」として設置

されたものでございます。この間、地域振興・地域活性化・企業立地施策等につ

いて調査研究活動を行い、委員会の議論を通じて、町執行部への意見・提言等を

行ってまいりました。主な内容をご報告申し上げて、総括とさせていただきます。 

１.「三井アウトレットパーク」について。 

三井アウトレットパーク滋賀竜王につきましては、平成１７年の西武リゾート

計画の白紙撤回に代わる新たな計画として、近江観光と三井不動産によるアウト

レット商業施設が計画されたものであります。 

開発については、平成１９年１月から２０年１２月にかけて環境アセスメント

調査ならびに、その手続きを終えられ、これを受けて平成２１年２月には予定地

が市街化区域に編入され、３月には造成工事に着工されたところであります。 

工事と並行されて、平成２１年度では大規模小売店舗立地法上の手続きが行わ

れ、また、平成２２年に入り 1 月に竜王町と三井不動産株式会社で地域貢献基本

協定の締結がなされ、事業者として地元に貢献する内容を明らかにされておりま

す。 

順調に工事が進捗し、平成２２年７月８日に京滋エリア初のアウトレットモー

ルとしてのオープンとなりました。 

現在では、地域貢献基本協定に基づき、雇用・観光・産業振興等の地域貢献に
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ついて、事業者と行政が連携され具体的に取り組んでいただいております。 

懸念されました周辺交通については、7 月 7 日のプレオープン日および１０月

１０日３連休の中日に大規模の渋滞が発生いたしましたが、町等からの指導によ

りアウトレットモール施設側が体制見直し等を行い、それ以降は安定した周辺交

通対策が講じられております。 

計画が公表されてから現在までのこの間、当特別委員会としては、この計画が

大きく町の活性化につながっていくことに期待するとともに、一方、日常の住民

生活への影響への懸念を抱きながら、計画・工事段階から調査研究や現場調査を

行ってまいりました。開業１年が経過し、順調な展開が行われておりますが、今

後、インターチェンジ周辺地域が活性化することにより、竜王にとってなお一層

有益な商業施設となるよう期待するものでございます。 

２.「中心核（商業施設）整備」について。 

中心核整備については、平成１９年度に、商業施設用地（約２ha）および周辺

公共施設（約５ha）を合わせた全体面積 7ha をタウンセンターエリア（中心核エ

リア）と位置づけ、住民活動および交流の拠点として、用地や事業手法等につい

ての具体的な展開に着手され、地権者の理解や施設を得ながら、まちづくり交付

金事業の導入の目途をつけられました。 

平成２１年度では、関連事業として町道西通り線の拡幅改良工事が進められ、

このエリアでの整備工事が着手されました。 

同２１年度末には、数年にわたって県と協議を重ねられ研究されてきた地区計

画が策定されて、その結果、開発申請許可・農地転用許可を得られております。 

平成２２年度当初から、造成工事・建築工事と順次進められて、平成２３年２

月に商業施設がオープンしました。引き続き、同３月には町公民館がリニューア

ルされました。 

現在、エリア内の関連施設・機能が一体的に利活用できるよう進められており

ますが、まさにまちづくりの中心地として、所期の目的に向かってタウンセンタ

ーの充実や拡大を期待いたします。 

３.「雪国まいたけ」について。 

雪国まいたけにつきましては、１期地区に引き続き、２期地区開発造成につき

ましても平成２０年１月に完了検査済みとなっており、開発許可および農地転用

許可がおり、正式に土地所有権も雪国まいたけに移転がなされました｡ 

一方、工場建設を前提とし町が策定した農工計画が平成２１年度末に期限を迎
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えることとなっておりましたが、事業者の抱える諸々の事情により工場建設には

至っておりませんでした。 

そこで､町は国･県との協議を重ねる中で、工場建設の目標を継続していくため

に計画を３年間延長し、雪国まいたけに対しては、延長後の早い時期に用地の活

用方針を提示するよう求めてきたところであります。 

その後、町議会からも要請させていただき、町からの工場建設にかかる強い要

請を受けて、平成２３年１月、既設倉庫を活用した滋賀パッケージセンター（カ

ット野菜工場）が稼働の運びとなりました。稼働時点では、約４０名の従業員規

模であり、現在、増産体制で規模を検討されていると聞いております。また、地

元産の野菜供給も生産体制が整えられつつあり、そのルートの確保がなされたと

ころであります。 

現在、あくまでも雪国まいたけ保有敷地の一部使用にとどまっていますが、本

委員会としても、全体についての土地利用計画が示され、当初の計画どおり、さ

らなる工場の拡大･生産規模の拡大を切に望むところであります。 

４.「小口工業用地の開発」について。 

小口工業用地については、市街化区域であり、一時、区画整理事業等の検討は

されておりましたが、諸事情から、現在では、地権者等の理解をいただきながら、

町の企業誘致推進室を中心に適切な企業立地を進められております。具体的な小

口工業用地の動向については、平成２０年７月には、トラスコ中山の物流センタ

ーが営業を開始しております。 

引き続き、現在、ワークマン西日本流通センターについても進出予定であり、

既に地元説明会も済ませ、開発関係で行政（県･町等）との調整を行っていると

ころであり、平成２５年 1 月稼働を予定と聞いております。 

また、民間レベルでの不動産取引として、平成１９年度では、トキワ精機、三

栄製作所の工場が立地稼働されており、最近では、エバークリーン関西支店も同

用地に進出しており、一部稼働を開始しているところであります。 

当委員会としましては、これらの企業立地や未造成エリアへの企業立地により、

雇用の確保や税収確保を期待するものであります。一方、交通・環境等の生活環

境への影響も懸念されることから、各進出事業者には法令遵守（コンプライアン

ス）にとどまらず、状況に応じて必要な措置・指導を積極的に講ずるよう要請し

てきたところでもあります。 

５.「県有地（岡屋工業団地）」について。 
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県有地（岡屋工業団地）につきましては、平成１９年に企業立地促進法に基づ

き、当該区域を含めて小口工業用地およびダイハツ工業滋賀竜王工場を一帯のエ

リアとする自動車産業集積の基本計画策定地区として、国の同意が得られており

ます。基本計画は平成２０年度からの５年間とし、土地利用の見直し、開発造成、

企業立地をめざすことを位置づけられています。 

以降、平成２０年７月に正式に県が工業団地開発の事業化推進を決定し、同１

０月には事業主体の県土地開発公社と覚書を交わされ事業着手されました。また、

翌年６月より環境アセスメント調査が開始されております。 

また、当該区域は平成２２年に地域再生計画の総理大臣の認定を受け、当該用

地の工業団地事業化への法的位置づけがさらに明確となっております。当委員会

としても、この計画については再三の調査研究をいたしております。 

また、今年５月に正式に市街化区域の工業地域に編入となりました。 

今後は、事業主体である滋賀県土地開発公社により、引き続き環境アセスメン

ト調査とともに基本設計が進められ、加えて、県と竜王町が一体となって事業化

の推進を図っていきます。 

先の議題で詳細について現状経過を報告いただきましたが、インターチェンジ

周辺の県下でも最も優良な岡屋工業団地が、竜王町より積極的な要請がなされ、

県・町一体となって事業推進され、所期の目的が達成されることを期待するとこ

ろであります。 

６.「ＩＢＭグラウンド跡地開発事業」について。 

ＩＢＭグラウンド跡地開発事業につきましては、当該地における土地利用につ

いて第四次竜王町総合計画・土地利用計画方針や、平成１９年１０月に策定され

た町都市計画マスタープランにより住宅整備地区となっているところから、平成

２０年５月に民間事業者による住宅開発計画の相談があり、町として当該地にお

ける地区計画を進める中、平成２１年１２月１３日には地元説明会において土地

利用に係る同意が得られ、その後も関係機関との事前調整をしながら事業推進が

図られました。 

平成２２年９月１０日、都市計画法第２９条開発申請が出され、１１月６日・

１４日には地元へ工事概要説明会が開催され、１２月２１日に都市計画法第２９

条開発許可がおり事業着手への準備がされてきておりますが、動きが見えてこな

い状況であります。第五次総合計画でもＩＢＭ跡地住宅開発で１５０戸の住宅を

掲げ、４５０人の人口増をあげておられるところです。 
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先の議題で、現況の報告をいただきましたが、町はもっと積極的に働きかけ事業

推進が図られるよう努力していただきたい。 

７．「地区計画制度」について。 

平成１９年１１月３０日施行の都市計画法改正により、市街化調整区域・用地区

域における大規模集客施設の立地規制等の規制が強化される反面、用途を緩和する

地区計画制度が創設され、このことにより市街化調整区域地区計画に適合する開発

行為が開発許可の対象に追加されたことから、本町における地区計画の活用につい

て、既存集落を例にして集落周辺の地区計画のイメージ、また、他県における事例

等により調査研究を行いました。 

地区計画の決定には、目的・土地利用の方針・地区施設の整備方針・建築物の整

備方針・建築物等に関する制限等があり、周辺の環境と調和した生活環境や土地利

用を図らなければなりません。「竜王町松陽台地区地区計画」・「竜王町総合庁舎周

辺地区地区計画」について、調査研究を行いました。 

町域の９３％が市街化調整区域で、人口は減小傾向にあり、町内において若者定

住のための住宅施策が強く求められている中において、土地利用計画に基づき地区

計画制度等を活用した施策を展開され、定住人口増につながっていかなければなり

ません。 

以上で総括といたします。本委員会は、平成１９年１０月竜王町議会第１４期と

して、本総括の冒頭に申し上げましたとおり、竜王町のなお一層の発展と繁栄を願

い設置され、この４年間に多くの事案について、委員全員一丸となって誠心誠意、

広範囲にわたっての調査活動を行ってまいりました。現在、未解決また継続中の案

件につきましては、次期議会の課題として調査活動をお願いするところであります。 

今日までの調査活動に対しまして誠意ある対応とご協力をいただきました執行

部の皆様方に心より感謝を申し上げ、第１４期最後の委員会報告といたします。 

〇議長（寺島健一） ただいまの地域創生まちづくり特別委員会委員長報告に対して、

質疑がありましたら発言願います。 

［「なし」の声あり］ 

〇議長（寺島健一） ないようでありますので、質疑はこれで終結いたします。 

地域創生まちづくり特別委員会の委員各位におかれましては、長期間にわたり

本町のまちづくりを推し進めるうえで、大変重要かつ根幹に関わる案件の調査活

動に努めていただき、大変ご苦労さまでございました。各委員のこの間における

活動に対し、心から厚く御礼を申し上げます。 
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～～～～～～～～〇～～～～～～～～ 

日程第１３ 議会基本条例制定特別委員会委員長報告 

〇議長（寺島健一） 日程第１３ 議会基本条例制定特別委員会委員長報告を議題と

いたします。議会基本条例制定特別委員会委員長、蔵口嘉寿男議員。 

○議会基本条例制定特別委員会委員長（蔵口嘉寿男） 議会基本条例制定特別委員会

報告。 

                     平成２３年８月３０日 

                        委員長 蔵口 嘉寿男 

本特別委員会は、去る８月２２日午後１時から３０１会議室において、委員全

員出席のもと会議を開き、竹山町長よりあいさつを受けた後、審議をいたしまし

た。 

本特別委員会の審議は、議会基本条例が施行されて日が浅く、条例の解釈や議

会の改革・改善の方策については、次期第１５期議会に委ねる部分があり、今後

の方向性や「開かれた議会」への取り組みのあり方に絞って審議をいたしました。 

特に、議会基本条例の施行後において、条例の趣旨に則った継続した取り組み

を求める意見が多く出されました。また、公費における議員研修の研修報告を明

文化すべきとの意見がありましたが、これまでに委員会ごとの研修について行わ

れており、さらに研修報告の充実に向けて取り組んでいくことになりました。 

次に、反問権が執行部側に与えられたことにより、反問権の範囲や解釈などを

どうするのかについては、現行、議会基本条例の解説に示した「質問に対して論

点の整理や質問の主旨を明確にするために、逆質問することができる」により運

用していくことを確認しました。 

次に、一般質問において再々質問しかできない方式によると、議論の深まりや

納得のいく回答が得られないなど未消化に終わることがあり、これを改めるべき

だとの意見もありましたが、今後、継続して検討していくものとして取り扱うこ

とになりました。 

最後に、「開かれた議会」への改善方策として、本会議および委員会における

傍聴者への資料公開については、①本会議での一般質問時での資料公開は、従来

どおり質問項目のみとする。②本会議での一般質問を除く議事資料の公開は、議

員に配布の資料を全面的に提供。ただし閲覧のみとする。③委員会での審議、説

明資料等の公開は閲覧のみとし、原則として全面的に提供。ただし、内容によっ

ては議長および委員長の判断により非公開とする場合もある。④委員会の開催日
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程および審議事項について、可能な限り事前公開とする。 

さらに、町民の様々な意見を聴く機会を設けることについては、方法をはじめ

今後において内容を検討していくことを確認しました。 

以上が、今定例会における最後の審議内容ですが、昨年１２月に設置された本

特別委員会の審議や調査活動において、委員各位におかれては、終始、熱意ある

議論やご協力をいただき、誠にありがとうございました。 

本年６月２０日に議会基本条例（案）を議会に提案し施行できたことは、町民

皆様に議会改革の道筋と今後の取り組み姿勢を感じていただいたのではないか

と思います。条例は施行されましたが、議会基本条例の趣旨を尊重した「開かれ

た議会」にするための取り組みは、始まったばかりです。今期成立した議会基本

条例を最高規範として、次期第１５期議会に引き続き、議会改革を進めていただ

く必要があることは言を待たないところであり、委員長報告とともに引き継ぎを

いたしたいと思います。 

最後になりましたが、これまで町長はじめ関係部局の皆様には、本特別委員会

の活動への資料提供、条文の添削など、ご支援を賜りましたことに心から厚くお

礼を申し上げます。 

さらに、恐縮ですが、議会基本条例に基づく「開かれた議会」を進めていくた

めには、資料や会議録の公開、新しい方法での情報提供、事務局体制の整備など、

予算や物的に整備をしていただく部分が多分にございますので、引き続きご配意

を賜りますことを切にお願い申し上げます。 

さらに、これまで議会基本条例についてコメントをいただいた方や様々なご意

見を賜った方、さらには説明会にご出席をいただいた皆様に深く感謝を申し上げ

まして、議会基本条例制定特別委員会の委員長報告といたします。ありがとうご

ざいました。 

〇議長（寺島健一） ただいまの議会基本条例制定特別委員会委員長報告に対して、

質疑がありましたら発言願います。 

［「なし」の声あり］ 

〇議長（寺島健一） ないようでありますので、質疑はこれで終結いたします。 

議会基本条例制定特別委員会の委員各位におかれましては、昨年の１２月から

９か月にわたり、議会基本条例制定ならびに規則や細則の検討にあたり、先進地

視察研修をはじめとして調査研究活動に積極的に努めていただき、大変ご苦労さ

までございました。各委員のこの間における活動に対し、心から厚く御礼を申し
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上げます。 

～～～～～～～～ ○ ～～～～～～～～ 

日程第１４ 所管事務調査報告 

（議会運営委員会委員長報告） 

 （総務産業建設常任委員会委員長報告） 

 （教育民生常任委員会委員長報告） 

〇議長（寺島健一） 日程第１４ 所管事務調査報告を議題といたします。 

 各委員長より報告を求めます。議会運営委員会委員長、小森重剛議員。 

○議会運営委員会委員長（小森重剛） 議会運営委員会報告。 

平成２３年８月３０日 

委員長  小森 重剛 

本委員会は、７月５日午前１０時より第１委員会室において、委員全員出席の

もと委員会を開催しました。執行部より竹山町長、川部総務政策主監、松瀬総務

課長、田中住民税務課長の出席を求め、町長あいさつのあと、平成２３年第３回

臨時会に提出される提案事件について説明を受けました。 

今回提案される案件は、平成２３年度竜王町一般会計補正予算（第２号）１件

で、同議事の進行について審議し、会議録署名議員の指名、会期を７月１３日の

１日限りとすること、および議案の処理について審査決定しました。また、第２

１期竜王町農業委員の議会推薦について審議しました。 

続いて、７月の行政視察研修の要請受け入れについて協議し、７月７日午後２

時から愛荘町議会の視察研修を受け入れることとし、受け入れ態勢としては、議

長、副議長、議会運営委員会正副委員長の４名で対応することを決定しました。 

また、７月１４日午前１０時から大分県九重町議会および同日午後２時から鳥

取県琴浦町議会の視察研修を受け入れることとし、受け入れ態勢は議長、副議長、

議会運営委員会委員全員での受け入れとすることを決定しました。 

次に、本委員会は７月７日午後２時より、議長、副議長および議会運営委員会

正副委員長の出席のもと、「議会改革について」をテーマに愛荘町議会の議会改

革作業部会の視察研修を受け入れました。 

次に、本委員会は７月１４日午前１０時より、町長、議長、副議長および議会

運営委員会委員全員出席のもと、「議会改革の取り組みについて」をテーマに大

分県九重町議会の教育民生観光常任委員会の視察研修を受け入れました。また、

同日午後２時より、副町長、議長、副議長および議会運営委員会委員全員出席の
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もと、「議会活動の概要」「議会基本条例制定の経過および取り組み状況について」

をテーマに、鳥取県琴浦町の議会運営委員会の視察研修を受け入れました。 

次に、本委員会は８月１０日午前９時より第１委員会室において、委員全員出

席のもと委員会を開催しました。執行部より竹山町長、川部総務政策主監、松瀬

総務課長、川嶋総務課課長補佐の出席を求め、町長あいさつのあと、平成２３年

第３回定例会に提出される提案事件について説明を受けました。 

今回提案される案件は、条例の新設１件・改正３件の条例関係４件、平成２３

年度竜王町一般会計補正予算（第３号）、平成２３年度竜王町国民健康保険事業

特別会計（事業勘定）補正予算（第１号）、平成２３年度竜王町国民健康保険事

業特別会計（施設勘定）補正予算（第２号）および平成２３年度竜王町介護保険

特別会計補正予算（第１号）の補正予算関係４件、平成２２年度竜王町水道事業

会計決算認定１件、町道路線認定１件および町道路線変更１件の計１１件です。 

同議事の進行について審議し、会議録署名議員の指名、会期を８月１８日から

８月３０日までの１３日間とすること、および議案の処理について審査決定しま

した。 

次に、８月２２日午前９時より第１委員会室において、委員全員出席のもと委

員会を開催しました。平成２３年第３回定例会第３日目の一般質問、６議員１４

質問について、会議の再開時間および質問の順序等について審査決定しました。 

第３日目の会議は午後１時から再開し、会議は通しで行い、会議時間の延長も

あり得ること、および質問の順序は質問通告書の提出順序とすることに決定しま

した。 

また、執行部より町長、川部総務政策主監、松瀬総務課長、川嶋総務課課長補

佐の出席を求め、町長あいさつのあと、今定例会に追加提案される平成２２年度

竜王町健全化判断比率について、および平成２２年度竜王町資金不足比率につい

ての報告案件２件について説明を受けました。 

続いて、その他の協議事項として、福岡県の２市１町１委員会からの「拡大生

産者責任（ＥＰＲ）及びデポジット制度法制化を求める意見書提出のお願い」に

ついて協議し、議員全員に依頼文の写しを配付し周知を図ることにとどめ、意見

書の提出については、今回見送ることに決定しました。 

次に、本委員会は８月２３日午前１０時３０分から、委員全員出席のもと委員

会を開きました。一般質問における質問の取り消し申請について協議を行い、関

係する諸手続きが正規に行われたことを確認し、最終６議員１３質問とすること
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を決定しました。 

次に、本委員会は８月３０日午前８時３０分から、委員全員出席のもと委員会

を開きました。執行部より町長、川部総務政策主監、松瀬総務課長の出席を求め、

町長あいさつのあと、今定例会に追加提出案件として提案される人事案件３件と

人権擁護委員の候補者推薦に伴う意見を求めることについて説明を受けました。 

また、議員提案による意見書２件について審議し、議員提案を認め、本会議で

の提案とすることを決定しました。以上報告といたします。 

さて、結びにあたり、平成２１年１０月より議会運営委員会の委員長をお預か

りして２年間、議員各位のご理解とご協力により、充実した内容でなおかつスム

ーズな議会運営が行えましたことを、心より厚く御礼を申し上げます。 

また、今日までの調査活動に対し誠意ある対応で議会運営にご協力をいただき

ました町執行部の皆様方に、心より感謝を申し上げます。 

これをもって、第１４期竜王町議会議会運営委員会、最後の委員長報告とさせ

ていただきます。ありがとうございました。 

〇議長（寺島健一） この際申し上げます。ここで午後２時４５分まで暫時休憩いた

します。 

休憩 午後２時３３分 

再開 午後２時４５分 

〇議長（寺島健一） 休憩前に引き続き会議を開きます。 

続きまして、所管事務調査報告を願います。次に、総務産業建設常任委員会委

員長、岡山富男議員。 

○総務産業建設常任委員会委員長（岡山富男） 総務産業建設常任委員会所管事務調

査報告。 

平成２３年８月３０日 

委員長  岡山 富男 

本委員会は、去る８月２５日午後５時より第１委員会室において、委員全員出

席のもと所管事務調査を行いました。町執行部より竹山町長、川部総務政策主監、

松瀬総務課長、川嶋総務課課長補佐の出席を求め、以下の説明を受けました。 

平成２２年度竜王町一般会計歳入歳出決算の概要について。執行部より、「平成

２２年度普通会計決算の概要について」「財政指標」「基金残高」の資料提示を受

け、説明を受けました。平成２２年度の歳入総額は５６億３,９０３万３,０００

円で、歳出総額は５３億６,７２９万２,０００円、実質単年度収支は３億４,１
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７９万７,０００円となりました。財政指標の中で、財政力指数は平成２２年度

単年度では０.９６６、３か年平均では１.１３３、平成１７年度から平成２１年

度まで普通交付税が不交付団体となっていましたが、平成２２年度は「１.０」

を下回ったため交付団体となりました。 

主な質疑応答は、問 平成２２年度の法人町民税が約２億６,０００万円増えて

いるが、予想できたのか。答 想定外です。実質はダイハツ工業への還付金で約

１億１,０００万円少なくなります。 

問 今までは歳入を１社に大きく依存していたが、今後は複数の企業から税収

が入るように企業誘致していくことが大事だと思うが。答 収入を増やすことは

大事だと考えています。まずは県とともに県有地、小口地先での企業誘致を進め

ていきます。 

問 農地転用・土地利用計画を進めて、企業誘致を進めなければならないと考

えるが。答 土地利用計画の見直し、マスタープランの見直しをして、開発計画

を進めていきます。 

意見として、町長をはじめ行政においても情報収集に心がけてほしい。また、

多くの町内企業とも定期的に会合を持つようにしていただきたい。 

以上、総務産業建設常任委員会所管事務調査報告とします。 

今回をもって総務産業建設常任委員会所管事務調査を終了しますが、今日まで

各委員から出された意見や要望事項については、その趣旨を尊重され、実現に尽

力していただくことをお願いし、調査活動を終わらせていただきます。 

執行部の皆さん、本当にご協力ありがとうございました。 

〇議長（寺島健一） 次に、教育民生常任委員会委員長、貴多正幸議員。 

○教育民生常任委員会委員長（貴多正幸） 教育民生常任委員会所管事務調査報告。 

平成２３年８月３０日 

委員長  貴多 正幸 

本委員会は、去る８月２５日午前１０時００分より３０１会議室において、委

員全員出席のもと、町執行部より山添住民福祉主監、吉田福祉課長、少徳ふれあ

い相談発達支援センター所長の出席を求め、所管事務調査を行いました。 

竜王町ふれあい相談発達支援センターの現状について。少徳所長より、４月か

ら開所されたふれあい相談発達支援センターの現状について説明を受けました。 

７月末までの相談件数は、１８歳未満が３２４件、１８歳以上が４５件あり、

１８歳未満では、性格・行動・集団不適応に関することや不登校、認知発達に関
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する相談が多くあり、１８歳以上では、生活に関することや就労に関する相談が

多くあるとの説明を受けました。また、７月末現在でケース会議や連絡会議など

を２８０回開催し、ふれあい相談発達支援センターの円滑なる運営に取り組まれ

ている現状の説明を受けました。 

主な質疑応答は、問 相談者の実人数は何人ですか。答 しっかりと把握はし

ていませんが、８０人ぐらいです。 

問 他市町と比較してこの件数は多いのか。答 比較はしていません。学校を

含めて何らかの相談が必要な人は、１２％～１５％くらいと考えております。竜

王町は、他市町に比べ幅広く対象者を把握していると思います。 

主な意見として、相談業務に従事されている職員に負担がかかり過ぎないよう、

人員配置等をよく考慮し、相談業務に対応されたい。 

第１４期議会の教育民生常任委員会所管事務調査は今回をもって終了しますが、

今日まで各委員から出された意見や要望事項については、その趣旨を尊重され、

実現に向けご尽力いただきますようお願いいたします。 

最後になりましたが、今日までの所管事務調査に対しまして誠意ある対応をし

ていただきました執行部の皆様に対し、心から感謝を申し上げ、所管事務調査報

告といたします。ありがとうございました。 

〇議長（寺島健一） ただいま各常任委員会委員長より、それぞれ報告がございまし

た。この際、一括して委員長報告に対して質疑がございましたら発言願います。 

［「なし」の声あり］ 

〇議長（寺島健一） ないようでありますので、質疑はこれで終結いたします。 

議会運営委員会、総務産業建設常任委員会、教育民生常任委員会の各委員会の

委員各位には、長期間にわたり広範多岐にわたる所管事務調査に鋭意お取り組み

をいただき、大変ご苦労さまでございました。 

この間における委員各位の活動に対し、心から厚く御礼を申し上げます。 

～～～～～～～～〇～～～～～～～～ 

日程第１５ 議員派遣について 

〇議長（寺島健一） 日程第１５ 議員派遣についてを議題といたします。 

   お諮りいたします。会議規則第１１９条の規定により、お手元に配布のとおり

議員を派遣することにいたしたいと思います。なお、緊急を要する場合は、議長

においてこれを決定いたしたいと思いますが、これにご異議ありませんか。 

［「異議なし」の声あり］ 
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〇議長（寺島健一） ご異議なしと認めます。よって、本件はそのように決定いたし

ました。なお、派遣された議員は、派遣の結果を議長に報告いただきますようお

願いいたします。 

 以上で、本日の議事日程は全部終了いたしました。 

この際、町長より発言の申し出がございますので、これを認めることにいたし

ます。竹山町長。 

○町長（竹山秀雄） 平成２３年第３回竜王町議会定例会の閉会にあたりまして、一

言ごあいさつを申し上げます。 

今年は梅雨明けが早く、一気に真夏の気候となり猛暑日が続きましたが、台風

６号以降はいくぶん暑さも和らぎ、恵みの日々となりましたものの、立秋を挟み

まして、またまた酷暑日の連続でございました。 

本定例会は、去る８月１８日に招集開会させていただき、本日までの１３日間

にわたって会期を持たせていただきました。残暑の厳しい時ではございましたが、

議員各位におかれましては連日慎重なるご審議を賜り、提案させていただきまし

た数多くの議案につきまして、いずれも原案どおりの内容にて、本日ご可決、ご

承諾を賜りましたことに、衷心より厚く御礼申し上げる次第でございます。誠に

ありがとうございました。 

さらには、本定例会会期中、本会議またそれぞれの委員会からいただきました

大変貴重なご意見また提言に関しましては、真摯に受け止めさせていただき、今

後も町政に反映させていただく所存でございます。どうか今後とも引き続きまし

てご指導、ご鞭撻を賜りますよう、よろしくお願いを申し上げるところでござい

ます。 

さて、議員の皆さま方には、平成１９年１０月１日にご就任いただきまして４

年が経過しようとしています。９月３０日に任期を満了されることになりますが、

この間、議会活動に、そしてまちづくりに大変なご尽力を頂戴いたし、また、ご

貢献をいただきましたことに対しまして御礼を申し上げるに適切な言葉も見つ

かりませんが、ここに改めまして深甚の敬意と感謝を申し上げる次第でございま

す。 

陳者
のぶれば

、私は平成２０年６月に就任させていただき、議員の皆様とは３年と２か

月間、２元代表制のもとで町行政の経営に当たらせていただきました。もとより

行政経験の浅い私に対しまして、議員各位には恐らく間怠
ま だ る

こいことも多かったこ

とと存じますが、議員の皆様からは心からなる励ましのお言葉やお支えをいただ
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き、厳しい町財政の状況下、今日までつつがなく行政経営に当たらせていただき

ましたことに対しましても、重ねて厚く御礼を申し上げるところでございます。 

私は、就任当初より「住民本位の町政」を訴えてまいりました。まちの皆さん

のお声をお聞きするのが町行政の基本とわきまえまして、町内全自治会対象に第

２回目となります「まちづくり懇談会」を８月１７日に終えさせていただきまし

た。１０月下旬に総括としての「まちづくりフォーラム」を予定させていただい

ていますが、今回の地域懇談会にて、町の将来に向かって住民皆さんが新しい舞

台を与えてくださったことを実感し、フォーラムでは次なるステップを明確にお

示しいたしたいと考えているところでございます。 

まちづくり懇談会の主題でありました町の第五次竜王町総合計画策定に関し

ましては、議員各位からたくさんのご進言、ご建言を賜り、内容を吟味していた

だき、そして充実させていただきました。その結果が、住民皆様のご理解と、ま

ちづくりに向かう協働の姿を生む地域力につながっているものと思っています。 

夏の暑さから竜王町にありましても、早稲の品種の刈り取り作業が始まってい

ます。 

話を転じさせていただきますが、この一年を振り返って見ますと、何と申し上

げても、東日本の大震災と東京電力原子力発電所の事故で、いまだに収束を見な

い、そして復興・復旧の目途が立っていない状況を目にいたしますとき、我がま

ち「竜王町」は災害も少なく、感謝の念を忘れてはいけないと思いますし、町の

皆さんから「住んでいてよかった」のお声が聞けるように、そして、訪れてくだ

さる皆さんが「来てよかった」と言ってくださるように、そして、このことから

第五次竜王町総合計画で人口１万４,０００人をめざすまちづくりに、不借身命

の覚悟で取り組んでまいることが私の責務でもありますし、第五次竜王町総合計

画に関与してくださった皆様へお応えする唯一の道でもあると認識いたしてい

るものでございます。 

私にとりましては、原点からの３年２か月でありましたので、文字どおり、あ

っと言う間でしたが、議員の皆さまには任期満了をお迎えになられ、月変わりま

すれば竜王町議会議員の改選となります。申し上げるまでもなく、ご指導、ご叱

正を賜りましたことに、改めて感謝いたしているところでございます。 

最後になりましたが、暦の上では秋に入っていくわけでありますが、まだまだ

残暑の厳しい日が続くことと存じます。議員の皆様には健康には十分ご留意をい

ただき、ご家族様お揃いでご多幸でありますことを衷心よりご祈念申し上げ、こ
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の４年間、竜王町議会議員として自らの改革と自らを律する議会基本条例の制定

等にご活躍いただきましたことへの御礼と、我々到らぬ者へご指導を賜りました

ことに感謝を申し上げ、あわせまして、今後におきましても竜王町のまちづくり

に対しましてご支援とご協力をお願い申し上げ、誠に言葉足りませんが、ご容赦

賜りまして、閉会のご挨拶とさせていただきます。どうもありがとうございまし

た。 

〇議長（寺島健一） 閉会にあたりまして、一言ごあいさつを申し上げます。 

去る８月１８日に開会いたしました私ども第１４期議員の任期最後の今期定例

会は、竜王町暴力団排除条例をはじめ平成２３年度竜王町一般会計補正予算・平

成２２年度竜王町水道事業会計決算認定など重要案件が提出され、議員各位には

終始慎重なご審議を賜り、本日ここに全議案を議了し、つつがなく閉会すること

ができましたことは、誠に喜びに堪えないところであります。会期中における皆

様方の格別のご協力に対し、心から感謝申し上げる次第でございます。 

また、執行部におかれましても、この間、誠意ある対応をしていただき、議事

運営に格段のご協力を賜り、誠にありがとうございました。審議の過程におきま

して各議員が述べられました意見や提言を十分に尊重されますとともに、町民の

信頼と期待に応えられますよう、切にお願いを申し上げる次第でございます。 

顧みますと、平成１９年１０月、本会議場で会して以来、はや４年が経過しよ

うとしております。私ども１４期議員は、定数削減により竜王町議会では最も少

ない１２人の議員で議会活動をスタートしました。 

この間の我が国の経済状況は、米国のリーマンショックから始まった世界的な

金融危機により、自動車産業はじめ製造業全体が先の読めない不況下にあります。

また、今年３月１１日に発生しました東北地方太平洋沖地震は、観測史上最大規

模の地震であり、「東日本大震災」と名づけられ、大津波による甚大な被害や、

福島県内の原子力発電所では重大な緊急事態・事故が発生し、未曾有の大災害を

もたらし、日本経済の低迷にさらに拍車をかけています。 

政治状況では、平成１９年９月に福田内閣が発足後、麻生内閣、鳩山内閣、菅

内閣と短期間に内閣が変わり、自民党から民主党へと政権が交代、衆参ねじれ国

会など政治の混迷が続いており、町の施策においても大きな影響が出てきており

ます。 

町政の重要な課題でありました合併問題は、平成２０年３月に「竜王町市町合

併推進検討会議」の提言を真摯に受け止め、当分の間は合併を見合わせ、広域的



 - 141 - 

な合併を進めていく方針が出されました。議会の合併調査特別委員会では、「合

併をめぐる諸情勢を見極めながら、合併する、しないを別に、当面、地域振興や

活性化に向け自立のまちづくりをめざす」との意見を集約し、平成２１年６月定

例会をもって委員会を廃止いたしました。 

なお、この間の平成２０年６月には、１期４年間にわたり町政を担ってこられ

ました山口町長が勇退され、現竹山町長が第８代竜王町長としてご就任されまし

た。 

明るい話題として、平成２１年９月台湾で開催されました第２１回夏季デフリ

ンピックにおいて、陸上競技男子ハンマー投げで森本真敏さんが金メダルを獲得

されましたことは、私たちに大きな感動と元気を与えてくれました。 

また、平成２２年７月には、三井アウトレットパーク滋賀竜王がグランドオー

プンし、オープン当初や連休には、地元はもとより関西方面・中部方面や北陸方

面から１万人を超える多くの方々が来場されています。アウトレットのオープン

以降、町内では「アグリパーク竜王」や「道の駅かがみの里」の売り上げも伸び、

雇用の拡大など町内経済への波及効果は大きなものがあると思われます。 

議員活動では、平成２２年５月には、議員自らが地域に出かけ意見や要望をお

聴きする「議会報告会」を３日間６会場で開催し、様々なご質問・ご意見・ご要

望をいただきました。また、議場に１人でも多くの傍聴の方が来ていただけるよ

う「夜間議会」を開催するなど、第１４期議会で取り組みを行ってまいりました。 

「開かれた議会」をめざして、平成２２年１２月定例会で、議会運営の基本と

活動指針を明らかにするとともに、町民皆様から信頼され存在感のある議会を構

築することを目的として「竜王町議会基本条例制定特別委員会」を設置し、以後

条例を制定している市町への視察研修や、１２回委員会を開催し、議会基本条例

の前文や各条文の理念・文言を種々検討を行い、５月には住民説明会を開催しご

意見をいただく中で、平成２３年６月定例会で「竜王町議会基本条例」を制定し

ました。 

今後はさらに、議会はもとより各議員におかれましては、より住民の目線に立

った活動を積極的に推進していかなければならないと考えるものであります。 

あと半月余りで町民の皆様の審判を仰ぐこととなりますが、どうか議員各位に

おかれましては、くれぐれもお身体をご自愛のうえ、この４年間の輝かしい実績

をもとに奮闘され、見事当選の栄誉を勝ち取られますことを念願いたしますとと

もに、今期をもって勇退される議員各位におかれましては、長年にわたる数々の
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ご功績に対しまして、衷心より敬意を表する次第でございます。 

いよいよ本日をもって、第１４期議員として定例会の本会議場での会議は最後

になりました。高壇からではございますが、ご支援、ご協力いただきました町民

の皆様方に対しまして、議会を代表して心から厚く御礼を申し上げますとともに、

町民皆様のますますのご隆盛をご祈念申し上げるものでございます。 

なお、この４年間、議員諸兄諸姉ならびに執行部各位には、温かいご指導とご

協力を賜り、議長職を大過なく務めさせていただくことができましたことに、衷

心より厚く御礼を申し上げます。誠にありがとうございました。 

最後になりましたが、竹山町長様をはじめ執行部の皆々様ならびに議員各位の

ますますのご健勝とご活躍を心からご祈念申し上げまして、閉会にあたりまして

のごあいさつとさせていただきます。ありがとうございました。 

それでは、これをもちまして、平成２３年第３回竜王町議会定例会を閉会いた

します。 

長期間、大変ご苦労さまでございました。 

閉会 午後３時１５分 
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会議の経過を記載して、その相違ないことを証するためここに署名する。 

 

 

 

               竜王町議会議長  寺 島 健 一 
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